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金属微粒子をクーロン島に用いることで、比較的大きな帯電

エネルギーを持つ単電子トランジスタ（SET）が、ボトムアップ

プロセスで得られる。我々は、前回の応用物理学会で、アルカ

ン（ジ）チオール被覆銀微粒子（AgC8DT/C7T）をクーロン島に

用いた AgNP-SET の作製法とその特性を報告した[1]。一方で、

SET の高機能性を引き出す素子構造として、光機能性分子をク

ーロン島周辺に添加し、フローティングゲートとして活用する

分子フローティングゲート SET（MFG-SET）を提案してきた[2]。

これまで、銅フタロシアニン（CuPc）を金微粒子(AuNP)-SETに

添加した素子で、光および電圧刺激により CuPcの帯電状態を変

化させ、可逆的にクーロン島のポテンシャル変化を引き起こす

ことに成功している[3]。今回、CuPc 誘導体(ttb-CuPc, Fig.1)と

AgNP-SETを使用して新たに作製したMFG-SETの光応答特性に

ついて報告する。 

AgNP-SETは AgC8DT/C7T 分散溶液にナノギャップ電極基板

を浸漬することで作製した。その後 ttb-CuPc を少量蒸着（平均

膜厚：0.8 nm）してMFG-SETを構築した[Fig.1]。素子の電気特

性および光応答特性は、ttb-CuPc蒸着前後で測定した（13 K）。 

Fig.2(a)は ttb-CuPc蒸着後の AgNP-SETのスタビリティダイア

グラムである（暗状態）。スタビリティダイアグラムが複数の周

期性を示していることから、素子は multidot SETとして機能し

ていると考えられる。光照射下では、スタビリティダイアグラ

ムは、暗状態と比較して+2 V程度ゲート電圧軸に沿ってシフト

した[Fig. 2(b)]。このような光によるシフトは ttb-CuPc添加後の

みに観測された。シフト量が照射強度依存性を示したことから、

複数の ttb-CuPcが光応答に寄与していることが予想される。 
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Fig.2 MFG-SETのスタビリテ
ィダイアグラム. (a)暗状態 (b)
光照射下(λ=500 nm) 

Fig.1 MFG-SETの素子構造 
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